

































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 月 26日（機ᐦಙ第ྕ㸪明治 23年 6月 6日᥋ཷ）㸪外஺史料㤋཰ⶶ（3㛛 㢮 6ྕ -）。
ఀ集院については、村ୖ຾ᙪ「ゎ題」『ᮅ㩭地ㄅ略』㸪㝣㌷ཧㅛ本部⦅『ᮅ㩭地ㄅ略』㸯（全2ᕳ）
㱟⁇書舎㸪191年、もゐれている。
（10）ロシアの༡下に危機をເらせ、新ᙖ方面へ情報཰集活動をᒎ開した。その論ᣐとして、
井ୖ㞞二『ᕧ人荒尾精』బஂⰋ書ᡣ㸪1910年、ሮ⸅ⶶ『ᾆᩗ一』῟風書院㸪1924年、といっ

た回㢳㘓があࡆられる。
（11） 『᚟࿨書』の原඾は、荒尾義行『ᕝୖ᧯භᚁ清意ᅗ୪に荒尾義行᚟࿨書』（東༙⌫資料㸪
第16ྕ）東༙⌫༠会 1942年。東亜文化研究所⦅『東亜同文会史』㟘ᒣ会㸪19年㸪113̺
12㡫をཧ↷した。
（12）➉内は 1960年に「中国の会」を結成、1963年に『中国』を๰หし、㩃㎿の⩻ヂ活動を
中ᚰに活動した。戦後20年を⤒㐣した196年の『中国』21ྕでは書院の特集を⤌んだ。そ
のなかで、荒尾の᚟࿨書の日清㈠᫆商会構᝿については「͐͐ᙼの意見のせⅬは、㈠᫆を᣺⯆
してᐩ国をᅗれということだ。そのために日清㈠᫆商会をつくる࡭きだが、その‽備として、
さし当って人材養成のために日清㈠᫆研究所を設けるᚲせがあるとᙼは説いた」とし、東亜同
文書院は、根津との関係性や調査᪑行、ᕥ⩼学生や࢚リート主義、文化事業部との問題を♧၀
的にゐれている。➉内好「東亜同文会と東亜同文書院」『中国』（特集・東亜同文会と東亜同文
書院）1o21㸪中国の会㸪196年 月㸪11-12㡫。1㡫。
（13）戦後、書院の後⥅団యとなったのは㟘ᒣ会や愛知大学、東ග書院といったᏑ在である。
その⤒⦋は、前掲➉内好「東亜同文会と東亜同文書院」22㡫、をはじめ、前掲ᰩ田ᑦᘺ「東
亜同文書院の᚟ᶒ―最近の研究動向に๎して」、ᑠᓮᫀ業「東亜同文会・東亜同文書院大学の
今日的意義―㟘ᒣ会・愛知大学の⥅ᢎとⓎᒎ―」『大಴ᒣ論集』大಴精⚄文化研究所㸪第1㍴㸪
200年 3月。東ග書院については、村ୖṊ「略Ṕཬびゎ説」『東方ᩪ荒尾精先生㑇作そ้ฟ∧』
㟹亜⚄社先ぬᚿኈ資料ฟ∧会㸪199年。
（14）「͐͐᫛和二༑二年ᅄ月だった。二༑二年一月にண科を開き、同年ᅄ月学部第一、二、三
年を開こうとして多くの先生方と஺΅している三月ࡈろだった。✺↛ྡྂᒇ㌷ᨻ部・東ᾏ㌷ᨻ
部・さらにி㒔㌷ᨻ部までいっしょになり、本学へ調査にやって来た。ఱを調査にやってきた
のかというと、ᾏ外からᖐって来た同文書院の㐃中がࡈっそり集まって、ఱかࡈそࡈそやって
いるが、スࣃイ行Ⅽでもやっているのじやないかというようなことを考えたか、ᢞ書でもあっ
たかしたのだろうとᛮう。͐͐学長Ꮿで༗前༗後にわたっていろいろきかれた。それはこの大
学が同文書院の᚟活ではないかということだけだった。同文書院は中国対する文化౵略だった
というのがᙼらの㢌だ。͐͐同文書院の人も多く、学生も大༙が同文書院だったので、᚟活と
ᛮったのも無理からࡠことであった。また同文書院がᬑ通の商科大学であったのをスࣃイ学校
だくらいに考えていたのは、戦前からのⱥ⡿人の೫見であった。㌷ᨻ部の㐃中は、『同文書院
は国の㈝⏝でやっていたのだろう』と問う。『そうだ、私立大学ではあるが、だいたいは国の
㈝⏝でやっていた』。『そんなら、学生はఱか義ົがあるだろう。㈝⏝をฟしていて義ົを㈇わ
せないとはおかしいじやないか』というわけで、アメリカ人としてこう考えるのはもっともで
あろう。このようなヰになったので൅は愛大をつࡪしに来たのじࡷないとᛮった͐͐」。本㛫
႐一「愛知大学を語る（二༑周年記念公演）」『愛知大学二༑年のṌみ』（第භ章ู㘓、᫛和42
年 11月 14日）愛知大学二༑年史⦅集ጤဨ会㸪192年。
（1）ࡦとまࡎ欧⡿の研究整理として、Ṋ井義和「第2次大戦後の欧⡿における東亜同文書院」㸪
藤田ెஂ⦅『オープン・リサーチ・センター年報』第4ྕ㸪愛知大学東亜同文書院大学記念セ
ンター㸪2009年（国際シンポジウムの講演㘓）。
（16）「ᚑ㌷通ヂによって戦தの現実を直視した三༑ᅄ期生は、書院生として当初ᢪいたᚑ㌷の

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理᝿・ಙ念が⬤くもᡴち○かれるのを感じた。大きな▩┪をはらみながらᇽ々と戦தが㐙行さ
れていくᕧ大な力の前に、ዴఱともなし㞴い⮬ᕫの無力を③感するままに、ᚑ㌷中に学校ഃが
ぶᚰでỴめてくれていたᑵ⫋先をᣄྰする者が⥆ฟし、あるいは全↛ᑵ⫋の意ᛮをなくする者
も現れた。世಑を㉸㉺した⹫無感が同期生の多ᩘを支㓄したのである」（井ୖ佶、第34期生）。
「支㑣事変とᚑ㌷通ヂ」『東亜同文書院大学史』（๰立ඵ༑周年記念ㄅ）㸪⁭཭会㸪192年㸪4㡫。
この指摘は、ᰩ田ᑦᘺ『ୖᾏ東亜同文書院㸸日中をᯫけんとした⏨たち』新人≀ 来社㸪1993
年㸪14-1㡫。また、⁭཭会の回㢳㘓にも戦時から「スࣃイ」の視⥺を感じていたことが㏙࡭
られている。「͐͐私は㝣㌷ኈᐁ学校に在学中であったが、⬚部⑌ᝈのため͐͐教育総┘部の
ィらいで東亜同文書院大学の౫ク学生として͐͐㐺⏝をཷけたわけだった。やがて私は∾田理
事に࿧びฟされ面᥋が行われた。そこで͐͐㝣㌷省の౫ク学生ということは東亜同文会として
問題がある。このⅬについては推⸀ẕయである㝣㌷省とヰし合うとのことだった。そのとき∾
田理事から東亜同文書院ᘓ学の由来、͐͐について説明があった。平和理念による日支┦஫の
ᥦᦠと⤒⥟について᠓々とヰされ、大㝣で日本㝣㌷の行っているṊ力施⟇とは一⥺を⏬してい
るということであった。ୖᾏで校舎を↝かれ、ややもすれば中国ഃから東亜同文書院は日本の
スࣃイ学校ではないかと␲問視されているという見方もあった。͐͐その後書院大学の和ḷᒣ
┴㈝␃学生にỴ定されたので、͐͐しかし᫛和༑ඵ年༑月に一⯡の学ᚐฟ㝕前に中支ὴ㐵の宣
᧙⌜໅ົを࿨ࡐられた。やがて関東㌷情報部に㌿ᒓして、ె木᪁特ົ機関で対ࢯㅁ報を行った
ので、終戦後はࢯ㐃に長期ᢚ␃されることになった。͐͐᫛和༑஬年㡭の日本の㌷国主義の┿
ྈ中で、大㝣の第一⥺のୖᾏにある書院は、ఱかにつけて㌷部に㏣㝶する事はやࡴを得ࡠこと
であったろう」。尾ᓮⱱኵ「㌷と一⥺を⏬す――私の書院ධ学と同文会――」『⁭ᇛに時はὶれ
て』（東亜同文書院大学๰立஑༑周年記念）㸪⁭཭会㸪1992年㸪109-111㡫。
（1）たとえば、荒尾の「᚟࿨書」に対して、「͐͐荒尾ಶ人の目指したところは、かくのዴく
ᙅయ化した中国を౵略ไ᭹することではなく、西力に対ᢠするために日中୧国の༠力యไを作
ることであり、ᙼはそのⅭにはまࡎ中国に一大ᡴᧁを与えてぬ㓰をಁすことがᚲせだと考え
ていたもので、荒尾のこのᛮ᝿はᙼに༠力した㟷年㐩にも大きな影響を与えた。なおᙼは明治
二二年ᅄ月ᖐ国しཧㅛ本部に᚟࿨しているが、ᅄ年にரるഄᐹ௵ົᚑ事中ᙼは日本人の中国理
ゎを深めるためには㈠᫆にᚑ事する人材を養成することがᛴົであると考えるようになり、そ
のために日清㈠᫆研究所をୖᾏに設立するィ⏬を立て㌷ົを㏥いてஅにᑓ念することにした」。
బ藤三郎「日清戦த以前における日中୧国の┦஫国際ഄᐹについて―近代日中஺΅史ୖの一㱌
として―」『㌷事史学』๰หྕ㸪196年 月。బ藤は戦前は໭ிにົめていたことから日中୧
国㛫の関係性に⯆味をいだき、日中関係史を主軸として研究を行っていく。
（1）たとえば、教育史からは㜿部ὒら国立教育研究所のグループが日本人教⩦（お㞠い日本人）
や␃学生問題といった考ᐹをᒎ開し、㜿部⮬㌟は東亜同文会の中国人教育事業や「対支文化事
業」といった関㐃から書院を研究している。ࡦとまࡎ、㜿部ὒ『日中関係と文化ᦶ᧿』ᕑ༡ᇽ書ᗑ㸪
192年、同『対支文化事業の研究』Ữྂ書院㸪2004年。㜿部は荒尾精や日清㈠᫆研究所につ
いては、その関㐃性を⤂௓する⛬度に␃めている。また、教育史の஺ὶを通じて、アメリカか
らࢲグࣛス・5・レイノルズが日中関係のഃ面とあわせて書院を評価する。たとえばࢲグࣛス・
5・レイノルズ「東亜同文書院と࢟リスト教࣑ッションスクール――༙᳜民地下中国における

外国教育機関とのẚ㍑――」ࣆータ ・ードウス・ᑠᯘⱥኵ⦅『ᖇ国というᗁ᝿㸸「大東亜共ᰤᅪ」
のᛮ᝿と現実』㟷木書ᗑ㸪199年。
（19）ᴦၿᇽのㅁ報活動については「明治༑஑年（一ඵභඵ）から三年にわたっておこなわれ
たᴦၿᇽのㅁ報活動で、荒尾はよりᗈ⠊でより⤌⧊的な情報཰集のᚲせ性を③感した」とし、
荒尾の国際観は「西欧の౵略に対ᢠする㐠࿨共同యというよそおいをまとっているものの、そ
の実యは、日本のᴟ東におけるඃ఩を確立することに主║があった」とする。荒尾の㈠᫆立国
論については「中国ᕷ場のதዣこそが、欧⡿との商戦の主戦場であり、地理的、風಑的に近い
日本が、ປᑡなくしてຌ多い成ᯝをあࡆてとうࡐんである」が、「日本の対中㈠᫆は、欧⡿人
にຎるのみならࡎ、中国商人にすらその฼┈をኁ᩿され」、その「ඞ᭹するために、日清㈠᫆
研究所を設立し、日清㈠᫆の࢚࢟スࣃートを養成するとともに、中国の商情の調査研究をおし
すすめ、欧⡿のᡭから中国の商ᶒをዣ回しようというのである」とし、「ࡩつうの商業学校な
どとはちがう一✀特有の౑࿨感をもつ教育機関となった」と指摘する。᳃時ᙪ「東亜東文書院
の㌶跡と役割―『根津精⚄』の究明―」『Ṕ史公論』㸲（近代アジアのなかの中国と日本）㸪第
ᕳ 4ྕ（通ᕳ41ྕ）㸪㞝ᒣ㛶㸪199年 4月㸪1㡫。Ụ㢌ᩘ㤿「東亜同文会の活動と清末の情ໃ」
ୖ 『東亜』1o140㸪㈈団ἲ人㟘ᒣ会㸪199年 2月ྕ、同「東亜同文会の活動と清末の情ໃ」
下 『東亜』1o141㸪㈈団ἲ人㟘ᒣ会㸪199年 3月ྕ。
（20）たとえば、ᨻ㈝⠇ῶ、㌷備ᣑᙇ཯対、㌷備ไ㝈、ᨻ治活動の⮬由、ቑ⛯ᢈุ➼の「民力ఇ養」
といった、「民ᶒ」的主ᙇは、「対外◳のための国内ᨻ⟇」であったとする。㓇田ṇᩄ『近代日
本における対外◳㐠動の研究』（第一章日清戦前の対外◳㐠動）東ி大学ฟ∧会㸪19年㸪1-㡫㸪
61㡫㸪6㡫。
（21） 「͐͐在中国実㊶グループは㸪そのㅁ報・言論活動（現地語新⪺のⓎ行など）ともども㸪
日㟢戦த後㸪⤌⧊化の進ࡴ㌷・外ົ省のฟ先機関に྾཰され㸪東亜同文書院に代表される教育
活動のみが㸪東亜同文会の中ᚰ事業としてṧり㸪中国進ฟをᅗるྛ分野への人材ᥦ౪㸪⿵⤥部
㛛として機能し⥆けたのである。そして͐͐東亜同文会は『ୖᾏ・₎ཱྀ・天津ྛ地に同文書院
を設け㸪中国語や中国の⩦័を㌟に付けた人材を養成して㸪中国ྛ地で✀々の活動を行った』
中国に対する『⤒῭的文化౵略機関』とみなされるようになるのである」。大᳃史Ꮚ「東亜同
文会と東亜同文書院――その成立事情㸪性格および活動――」『アジア⤒῭』第19ᕳ第 6ྕ㸪
アジア⤒῭研究所㸪19年 6月㸪㡫。9-㡫。
（22）ຍ藤祐三「東亜時論」㸪ᑠᓥ㯇㐓⦅『戦前の中国時論ㄅ研究』文⊩ゎ題26中国関係新⪺
㞧ㄅゎ題ϩ㸪アジア⤒῭研究所㸪19年 3月㸪㡫㸪12㡫。大᳃史Ꮚはຍ藤の主ᙇを㋃まえ
ていると考えられる。アジア⤒῭研究所については、前掲末ᘅ᫛「アジア調査の⣔㆕―満㕲調
査部からアジア⤒῭研究所へ」㸪㡫。
（23）⏿中の分㢮は以下の通り。ձ「支㑣通」を、D「文⊩を主として研究した支㑣学者」、b「実
際に中国社会で生活し、実感から中国をㄆ識したものたち」として㸰つに༊分し、これらを「実
感ὴ」（「大㝣ᾉ人」もこの⣔⤫にᒓす）とする。ղᴦၿᇽをD「⇃本・బ々཭ᡣ⣔⤫」、b「東
໭・༡部次郎（東次郎）⣔⤫」、F「東ὒ学㤋⣔⤫」の㸱つの⣔⤫に分㢮。ճ世代・ฟ⮬とし
て、D「明治⥔新㹼160年代生まれ」であること、b「ኈ᪘ᒙの教養」が൲教であり、ᛅ誠
ᚰが⸬から国ᐙ（天ⓚ）へ⛣行したこと、F「明治ᨻᗓの࢚リートࢥースから外れた⸬のฟ㌟

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者」に分㢮している。⏿中ࡦろᏊ「₎ཱྀᴦၿᇽの人々――大㝣ᾉ人の※ὶ――」『明治大学大
学院⣖せ』第2集（㸱）19年 2月。
（24）ᮅ日新⪺記者のⶶ居Ⰻ㐀が中ᚰとなって⦅⧩した史料集。第一章のᇳ➹ᢸ当者は新⪺記
者（野ୖṇẶࠝඖᮅ日新⪺論説ጤဨ、書院40期 、ࠞⶶ居Ⰻ㐀ࠝඖᮅ日新⪺論説ጤဨ、㟘ᒣ会理事、
書院2期 ）ࠞらがᇳ➹。評価については、たとえば14年の⏥⏦事件（Ụ⳹ᓥ事件）を引き
合いにฟして、「その⫼後にはロシアໃ力の௓ධもあり、国㜵論者の危機感をいよいよ㏣いワ
めた。このような国際環ቃ下でᮅ㩭༙ᓥを㉺えて║を大㝣に向けていたのが荒尾精らⱝきᚿኈ
たちであった。荒尾はᚁ㡑論にၨⓎされて西㒓㝯盛に私ῄし、ኈᐁ学校をへてཧㅛ部ဨとなり、
͐͐㌷はこの有Ⅽの人材をᝰしんで㌷⡠㞳⬺をチさなかった」と㏙࡭、荒尾の構᝿には「国ᨻ
をྖる大Ⅽᨻᐙ・ᐓ┦の見識という࡭きであろう。ኈ㎰ᕤ商のཝしい㝵⣭ไ度のᔂቯからまだ
㐲くない時代に、ᝆ↛と世㛫を見下す特ᶒ者の㤿ୖから㣕び㝆り、㔠ࡨかのᑗ校᭹をᝰしẼも
なく⬺ࡂᤞてて、⣲⏫人と⶜まれる社会に㣕び㎸ࡴことは༢なる౮Ẽや⾑Ẽのみでできること
ではあるまい。ᓫ高な౑࿨感に⇞え、高㐲な理᝿をồめ、⮬由にして㜏㐩なᛮ᝿をᢪき、世಑
に㉸↛として天下を╫╮するኊ大なẼᏱなくしてはྔわないことであろう」としてᥥく。東亜
文化研究所⦅『東亜同文会史』（第一章同文会設立のṔ史的⫼ᬒと先ぬ者たちの活㌍）㟘ᒣ会㸪
19年㸪9㡫。
（2）対外ㄆ識やアジア主義の問題については多ᩘ論考がᏑ在するが、ࡦとまࡎ、原田ṇ຾「大
アジア主義ᛮ᝿ᙧ成へのᒎᮃ」『Ṕ史学研究』第229ྕ㸪1969年 3月、ྂᒇဴኵ「アジア主義
とその周辺」『近代日本のアジアㄆ識』ி㒔大学人文科学研究所、1994年 3月、ఀ藤அ㞝「日
清戦前の中国・ᮅ㩭ㄆ識のᙧ成と外஺論」『近代日本のアジアㄆ識』ி㒔大学人文科学研究所、
1994年 3月、同「日清戦த以後の中国・ᮅ㩭ㄆ識と外஺論」『ྡྂᒇ大学文学部研究論集』史
学40㸪1994年。枠をᣑࡆるヨみとして、松ᾆṇᏕ⦅ⴭ『アジア主義はఱを語るのか――記᠈・
ᶒ力・価್――』࣑ࢿルࣦ࢓書ᡣ㸪2013年。
（26）荒尾精Ṛ後、新たな㢦役となる近衛篤麿は欧⡿への対ᢠを意識した人✀論を主ᙇし、東
亜同文会結成を通じて、新たに対外◳の活動をᒎ開していく。ᒣᐊಙ一は「文明」や「人✀」
といった基軸をもとにアジア主義研究に఩置࡙け、「アジア」そのもののㄆ識をᢕᥱしようと
する。「౵略主義と㐃ᖏ意識のᚤጁな分㞳と結合の状態」を中ᚰ的関ᚰとして、「アジア」の対
㇟がఱかといった問題（イデオロギー、地域ᴫ念、内ᐜ・対㇟者）に⟅えを見ฟそうとする。
特徴として、ձ欧⡿に対するせồや対ᢠ・欧化主義指向、ղアジアが欧⡿に圧㏕されて⾶㢘
しているというㄆ識、ճアジアㅖ民᪘との㐃ᖏへの指向、մ危機感・ṇ当性・ඃ㉺感がᏑ在す
る。㆟論のせ⣲ᢳฟがྍ能になった一方で、ステレオタイプ化した結ᯝ、「࢚スノセントリズ
ム」（⮬国中ᚰ史観）に㝈界があると指摘する。ᒣᐊಙ一「日本と東アジアの関㐃をめぐる新
視角をồめて」ྂᒇဴኵ、ᒣᐊಙ一⦅『近代日本における東アジア問題』ྜྷᕝᘯ文㤋㸪2001年、
同「日本外஺とアジア主義の஺㘒」『日本外஺におけるアジア主義』（年報ᨻ治学）日本ᨻ治学
会⦅㸪199年、同「アジアㄆ識の基軸」㸪ྂᒇဴኵ⦅『近代日本のアジアㄆ識』ி㒔大学人文
科学研究所㸪1994年 3月。ここでは近衛篤麿についてゐれないが、ᆏ井㞝ྜྷ「近衛篤麿と明
治三༑年代の対外◳ὴ――『近衛篤麿日記』によせて――」『国ᐙ学会㞧ㄅ』第3ᕳ第 3・4ྕ㸪
190年 月、┦原ⱱᶞ「近衛篤麿と支㑣保全論」㸪ᒸ本ᖾ治⦅『近代日本のアジア観』0,1(59$

日本史ࣛイࣈࣛリーյ（第2章）࣑ࢿルࣦ࢓書ᡣ㸪199年、ᒣ本ⱱᶞ『近衛篤麿―その明治
国ᐙ観とアジア観―』0,1(59$日本史ࣛイࣈࣛリーպ࣑ࢿルࣦ࢓書ᡣ㸪2001年。
（2）「ᚑ来の研究では『㌷事的情報機関の⤌⧊者』ཬび『౵略主義の立᱌者』という荒尾評価
が主ὶであった。近年来荒尾に関して再評価がなされているが、それでもᖜᗈい資料の཰集と
分ᯒに基࡙く基♏研究を進めることが、౫↛として重せな課題であるとの༳㇟をᡶᣔしえな
い。」⩪新『東亜同文会と中国㸸近代日本史における対外理念とその実㊶』៞᠕義ሿ大学ฟ∧会㸪
2001年㸪20㡫。荒尾については、第二章、「対外理念とその実戦の♽型――荒尾精の中国観――」。
（2）同ୖ書、3-44㡫。
（29）日本⤒῭史の論考はᩘ多Ꮡ在するが、ࡦとまࡎ0から 0年代の整理として、石井ᐶ治『日
本⤒῭史』東ி大学ฟ∧会㸪196年、ᆏ野₶治主⦅『資本主義と「⮬由主義」』ᒾἼ書ᗑ㸪1993年。
10年代の⤒῭的ㅖ᮲件として、ձ⣬ᖯ整理による通㈌Ᏻ定と≀価下ⴠ、ղ㖟価下ⴠによる
෇Ᏻ、ճウ࢕ーン୓༤の宣ఏ効ᯝ、մ松方㈈ᨻによる外㈌⋓得、յ前田ṇྡ（㎰商ົ次ᐁ）に
よる㍺ฟ⏘業ዡບ⟇、ն日本㈠᫆商会（111）、商業会㆟所⫃合会（1929）による㈠᫆ᣑ
ᙇ⟇、といった指摘が、明治ᨻᗓの通商㈠᫆ᨻ⟇たる「直㍺ฟ」ᨻ⟇のᢕᥱを通じて指摘され
る。高ᔱ㞞明「明治初期直㍺ฟᨻ⟇と『ᾏ外ヨ኎』」『⤒῭理論』第213ྕ㸪和ḷᒣ大学⤒῭学
会㸪196年 9月、同「㍺ฟ㈠᫆ᨻ⟇とᾏ外商ရ見本㝞列所」『⤒῭理論』第21ྕ㸪和ḷᒣ大
学⤒῭学会㸪19年 月。
（30）高ᔱ㞞明「㍺ฟ㈠᫆ᨻ⟇とᾏ外商ရ見本㝞列所」『⤒῭理論』第21ྕ㸪和ḷᒣ大学⤒῭
学会㸪19年 月。
（31）⏫田実一は₎ཱྀ㡿事㤋初代㡿事として₎ཱྀᴦၿᇽを⫼後から支援しており、⏫田の㡿事
報告のなかにも荒尾と同ᵝの構᝿が見える。時⣔列㡰に理ゎすればጇ当な評価であるが、どの
タイ࣑ングで荒尾・⏫田がそれࡒれ会見し、構᝿したのかはุ↛としない。⏫田実一と荒尾の
構᝿ẚ㍑については、「͐͐日清㈠᫆商会や日清㈠᫆研究所の構᝿は、ᚑ来、一⯡に理ゎされ
ているように荒尾ಶ人の構᝿によるものではなく、当時、アジアのᕷ場⋓得をめぐって⧞りᗈ
ࡆられていたྛ国の⤒῭戦தの┿ྈ中で、新ᕷ場についてのよりṇ確な情報をධᡭする目的で
⤌⧊的な⤒῭通商に関する情報活動を行なっていた㡿事である⏫田の㈠᫆ᣑᙇ意見において、
まࡎ、その構᝿がなされたのであり、また、明治༑஑年に₎ཱྀに㉱௵した荒尾は、その前年に
᪤に着௵し㡿事業ົを行なっていた⏫田とᴦၿᇽのጤク㈍኎などの㈠᫆業ົの援ຓを通して᥋
ゐすることにより、しだいに⏫田構᝿の実㊶者となっていったものと考えられる」。బ々༤㞝
「日清㈠᫆商会構᝿と日清㈠᫆研究所」『アジアの教育と文化』（多㈡⛅஬郎༤ኈ႐ᑑ記念論文
集）多㈡⛅஬郎༤ኈ႐ᑑ記念論文集ห行会㸪ཝ༡ᇽ書ᗑ㸪199年 10月㸪31㡫。బ々は東ὒ
学㤋や⇃本⣸⁂会の動向をおさえて㏙࡭ている。あわせて║を通しておきたい。たとえばబ々
༤㞝「清௖戦தとୖᾏ東ὒ学㤋の設立」『国ኈ㤋大学文学部人文学会⣖せ』第12ྕ㸪190年 月、
同「日清戦த後における大㝣『ᚿኈ』集団の活動について――⇃本国ᶒඪ⣔集団の動向を中ᚰ
として」『国ኈ㤋大学文学部人文学会⣖せ』第2ྕ㸪1994年 10月。⏫田実一のุ᩿は、前掲
外ົ省記㘓「ᴦၿᇽ実況深問ノ件」や、-$&$5（アジアṔ史資料センター）5ef%100324900、『外
国㈠᫆ࢽ関スルᐁ民ノ意見書』外ົ省記㘓（%3212）外ົ省外஺史料㤋཰ⶶなどに見える。
（32）村ୖの指摘した構成は、以下の通り。㌷事ᐦഄ活動、᚟࿨書の特徴、₎ཱྀᴦၿᇽ、⏫田

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意見書、生ᚐເ集（石ᕝ・༤多演説）、教⫋ဨの構成と性格、カリ࢟ࣗࣛム、近代日本の商業
教育、清国通商⥈ぴ、商ရ㝞列所、༞業生㈠᫆構㐀と商ᶒ。村ୖ຾ᙪ「⏘業革࿨初期の日中㈠
᫆―日清㈠᫆研究所に関㐃して―」『東ி⤒大学会ㄅ』1o14㸪1992年。また、村ୖはཧㅛ本
部の情報ᑗ校ὴ㐵に関して㌷事面での検討も行なっている。村ୖ຾ᙪ「㞄㑥㌷事ᐦഄとරせ地
ㄅ」㸪㝣㌷ཧㅛ本部⦅『ᮅ㩭地ㄅ略』㸯㸪㱟῱書舎㸪191年（原඾は1年）。
（33）この࡯か、⡲㇂直人はこの10年代の「商ᶒ」問題を、⳹ൂ通商⥙の視Ⅼからㄞみゎく。
᪻ᕸ会社（ᗈ業商会）を事例に、㎰商ົ省の⏘業ᨻ⟇に࿧ᛂした同業⤌合の設立とᑠ生⏘者の
⤌⧊化を前ᥦとして、当時Ꮡ在した⳹ൂ通商⥙からの㞳⬺が「商ᶒዣ取」の㆟論の⫼後にᏑ在
したとする。そして、直㍺ฟ⋡の向ୖを≺ったため、⳹ൂ商人との➇合はᕼⷧで対ᢠにకうᦶ
᧿はᑡなかったとし、ձ内外ᕷ場調査力の確保、ղ価格の動きにᩄ感に཯ᛂするᑠ生⏘者への
つไ、ճ資本主義的ᕤ業化を主ᑟする大㜰商人ᒙのᢞ資ཧຍ、մ日中㈠᫆におけるಙ⏝⥙のᙧ
成といった、これらの᮲件整備が時代的にồめられていたとする。⡲㇂がᥦ♧する問題は、同
時代的な視Ⅼとして荒尾の意見や日清㈠᫆研究所の活動にも関㐃する。⡲㇂直人「アジア通商
⥙と日本近代史研究」、同「⳹ൂ通商⥙への対ᢠと対アジア直㍺ฟ態ໃのᶍ⣴――᪻ᕸ㍺ฟ会
社を事例に」『アジア国際通商⛛ᗎと近代日本』（⥴論、第二章）ྡྂᒇ大学ฟ∧会㸪2000年。
（34）角ᒣᰤ⦅ⴭ『日本㡿事報告の研究』同文㤋㸪196年。
（3）0年代以㝆、బ藤三郎以外に㝣㌷ཧㅛ本部の対清情報཰集活動について㏙࡭ている。前
掲బ藤三郎「日清戦த以前における日中୧国の┦஫国情ഄᐹについて」、前掲村ୖ຾ᙪ「㞄㑥
㌷事ᐦഄとරせ地ㄅ」、ᑠᯘ一⨾「明治期日本ཧㅛ本部の対外ㅁ報活動」『義和団と明治国ᐙ』
（ቑ⿵∧）Ữྂ書院㸪200年（初∧196年）、関誠「日清戦த以前の日本㝣㌷ཧㅛ本部の情報
活動と㌷事的対外ㄆ識」㸪日本国際ᨻ治学会⦅『国際ᨻ治』第14ྕ（近現代の日本外஺と強
ไ力）200年 12月。
（36）情報཰集の✀㢮として、人的情報（ࣄࣗー࣑ント）、通ಙ情報（シギント）、⏬ീ情報（イ
࣑ント）、公開情報（オ࣑ント）、テレメトリー情報（テリント）、㟁Ꮚ情報（࢚リント）が分
㢮されているが、10年代には人的情報が主たる時代であった。ᑠ㇂㈼『日本㌷のインテリジェ
ンス㸸なࡐ情報が活かされないのか』講ㄯ社選書メチ࢚㸪200年。また近年、戦後に㌷事史
と㐃動した᳜民地史の立場から、戦前からの学問⥅ᢎを見直し、᳜民地やᖇ国でᙧ成された
「ㄆ識✵㛫」への再検討を行なうものとして、ᒾἼ講ᗙシリーズの『「ᖇ国」日本の学知』がฟ
∧されている。特に第6ᕳの「地域研究としてのアジア」は、外ົ省や満㕲、教育機関やㅖ団
యのᵝ々な調査を㡯目として立て、「情報཰集」を理ゎするୖで♧၀的な視Ⅼをᥦ♧している。
このなかで末ᘅ᫛は、「調査研究」を、ձ文⊩調査・資料཰集、ղ≀⏘・ර⏝地ㄅ調査、ճᪧ ・័
័行調査、մᕷ場・⤒῭事情調査、յ⤒῭ィ⏬立᱌のための調査、ն⳹ൂ・⳹人調査、のභつ
に分㢮している。ձ㹼նはᴦၿᇽから書院の活動まで関㐃する事㡯であろう。末ᘅ᫛「௚者理
ゎとしての『学知』と『調査』」㸪末ᘅ᫛⦅『地域研究としてのアジア』（ᒾἼ講ᗙ「ᖇ国日本
の学知」第6ᕳ㸪ᗎ章）㸪ᒾἼ書ᗑ㸪2006年。
